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時間切迫が運動スキルの遂行に及ぼす影響

村山　孝之1)田中　美吏1)菅井　若菜2)関矢　寛史3)

Takayuki Murayama , Yoshifumi Tanaka , Wakana Sugar and Hiroshi Sekiya : The influence of

time pressure on the execution of a motor skill. Japan J. Phys. Educ. Hlth. Sport Sci. 52 : 443-451,

November, 2007.

Abstract : The purpose of this study was to examine the influence of time pressure on the

psychological, physiological, and behavioral aspects of a dart-throwing task. Participants (N-25)

performed 140 acquisition trials (10 trialsX14 blocks) followed by 10 test trials under time

pressure. Time pressure was induced by instructing the participants to complete 10 test trials

within the duration of the longest acquisition block. Dart-throwing movements were videotaped

for 2-dimensional kinematic analysis. The results showed that the dart scores decreased from the

last acquisition block to the test (p<.01), and that heart rate (ft<.01) increased from the acquisition

to the test. An analysis of a questionnaire revealed that conscious control of movements (pく.05)

and attention to time (pく.01) increased from the acquisition to the test. The inter-trial dart

throwing interval (p<.01) decreased from the acquisition to the test. In addition, the minimum

angle (p<.01) and mean angular velocity (p<.05) of the elbow joint in the take-back phase in-

creased from the acquisition to the test, indicating that the take-back movement became smaller

and faster under time pressure. Although the participants did not have to decrease the inter-tnal

interval and movement time to complete the test trials withm the time limit, it appeared that

these behavioral changes were caused by time pressure. In addition, contrary to the inhibition of

movement velocity due to performance pressure (Tanaka and Sekiya, 2006), time pressure facili-

tated movement velocity in the present study, suggesting that different kinds of stressors lead to

different movement characteristics.
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I　序 請

競技スポーツをはじめとする種々の運動行動場

面では,時間の流れに伴って様々な局面が展開さ

れる.例えば,サッカーやバスケットボール等の

試合終了間際では,限られた時間内で迅速かつ的

確に状況を判断し,運動スキルを遂行することが

要求される.また,アーチェリーや射撃の選手に

おいては,制限時間内に数回の試行を行なう際
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に,意図的にペースを遅延させ,制限時間に対す

る切迫感を利用して運動スキルを遂行する選手も

みられる. Ordo員ezandBenson (1997)は,時間

の制約によってストレスが促進し,制限時間への

対処を必要とさせることを時間切迫と定義してい

る.時間切迫の有無は競技成績を左右する重要な

要素の一つと考えられ,時間切迫が心理的スト

レッサーとなり運動パフォーマンスを阻害するこ

とは少なくない.

ところで,競技スポーツの試合場面における心

理的ストレッサーは,時間切迫の他にも,観衆,

報酬,罰,他者評価などがある.これらの心理的

ストレッサ-は状況によってはパフォーマンスに

促進的に作用することもあるが(HardyandPar一

缶tt, 1991),運動スキルの遂行を阻害しパフォー

マンスを低下させることもある(e.g. Baumeis-

ter, 1984 ; Lewis and Linder, 1997). Baumeister

(1984)は,特定の状況において高いパフォーマン

スを発揮することへの重要性を高める因子をプ

レッシャーと定義し,プレッシャーによりパフォー

マンスが低下する現象を"あがり(choking un-

derpressure)"と定義した.また, Lang (1971)

は,心理的ストレスに対する反応は,心理面,坐

理面,行動面の3つの側面に表出すると指摘して

おり,スポーツ場面における"あがり"に関する

先行研究においても,心理的ストレスがこれら3

つの側面やパフォーマンスに及ぼす影響について

報告されている.

まず,時間切迫という心理的ストレッサーが,

心理面に及ぼす影響を調べた先行研究では,認知

課題遂行時の意思決定に関わる情報処理過程の混

乱(Kerstholt, 1994),運動場面における意思決定

の質の低下(Bar-Eli and Tractinsky, 2000)な

ど,時間切迫が認知的パフォーマンスに及ぼす影

響について報告されている.また,時間切迫状況

下では,物理的に推移する時間を短く評価するこ

とで時間に対する不足感が喚起されることが報告

されている(生和, 1994;松田ほか, 1996).

また,時間切迫に限定せずに心理的ストレッサー

がスポーツや運動を行なうときの心理面に及ぼす

影響について調べた先行研究として,有光・今田

(1999)は,質問紙を用いて"あがり"経験時の主

観的心理状態を調査し,認知的変化(自己不全感)

ならびに自己のおかれている状況の認知(責任

感,他者への意識)の2因子を抽出している.ま

た, "あがり"の心理的な発現機序としては,名称

の異なる複数の仮説が報告されており,それらは

意識的制御仮説と処理資源不足仮説の2つに大別

することができる.意識的制御仮説(Masters,

1992)とは,心理的ストレス状況下において,自

動化された運動に対して過剰な注意を向けること

によって,無意識的な運動遂行に脱自動化が生

じ,パフォーマンスが低下するという仮説であ

り, Baumeister (1984)ならびにBeilock and

Carr (2001)によって同様の仮説も提唱されてい

る.一方,処理資源不足仮説(Eysenck, 1979)と

は,心理的ストレス状況下において,注意の処理

資源が不安に配分され,そのために運動遂行に必

要な処理資源が不足し,パフォーマンスが低下す

るという仮説であり, Wine (1971)によって同様

の仮説が提唱されている.しかし,時間切迫の心

理的ストレス状況下で運動課題を遂行する際に,

意識的制御,あるいは処理資源不足のどちらが生

じるかについて調べた先行研究はこれまでに報告

されていない.

次に,時間切迫という心理的ストレッサーが生

理面に及ぼす影響について,生和(1993)は加算

課題において, Landersetal. (1985)はライフル

射撃課題において,時間切迫状況下では心拍数が

増加することを示している.また,時間切迫に限

定せずに,心理的ストレッサーが,スポーツや運

動を行なうときの生理面に及ぼす影響を調べた先

行研究として,市村(1965)が,質問紙によって

"あがり"の症候の因子分析を行ない,交感神経系

の緊張という因子を抽出している.また, Hebb

(1972)は覚醒水準の過度の増加によってパフォー

マンスが低下することを示している.さらに,心理

的ストレスによる収縮期血圧の増加(Noteboom

et-al., 2001)や心拍数の増加(山田・森井, 2004),

呼吸のポーズ時間の短縮(梅沢, 1991)なども報

告されている.このように,心理的ストレス状況

下における生理的変化についてはこれまでにも多
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くの見解が示されている.しかし,時間切迫とい

う心理的ストレッサーが運動課題遂行時の生理面

に及ぼす影響についての報告は極めて少ない.

心理的ストレッサーが,スポーツや運動を行な

うときの行動面に及ぼす影響を調べた先行研究と

しては,心理的ストレス状況下での運動学的変化

として,田中・関矢(2006)がゴルフパッティン

グを用いた実験から,心理的ストレス状況下にお

ける運動速度の低下や運動の縮小を報告してい

る.運動の縮小については,その他の先行研究に

おいても類似した結果が示されている(Beuter

et al., 1989 ; Higuchi et al, 2002 ; Sekiya, 2005).

しかし,これまでの"あがり'つこ関する先行研究

では,行動面の変化に関する報告は少なく,時間

切迫状況下における行動的変化について調べた先

行研究もみられない.また, "あがり"の行動面に

関する先行研究では,運動の空間的大きさ,速度,

運動時間などの試行中の行動面に心理的ストレス

が及ぼす影響について調べられているが,試行間

の行動面については調べられていない.

そこで本研究では,特に試行間ならびに試行中

の行動的変化に焦点を当て,時間切迫という心理

的ストレッサーが,運動課題遂行時の心理面,坐

理面,行動面に及ぼす影響について調べることを

目的とした.

日　方　　　法

1.被験者

ダーツ投げ課題未熟練の右利きの男子大学生

25名(平均年齢19.2±1.0歳)を被験者として用

いた.なお,実験前に被験者全員からインフォー

ムド・コンセントを得た.

2.課題と実験装置

SunLucky社製のダーツボード(直径46cm)

ならびに矢を用いた.被験者から的までの距離は

300cmとし,的の中心の高さは173cmであった.

的は直径6cm, 15cm, 23.5cm, 33.5cm, 46cmの

5つの同心円からなり,直径6cmの円に矢が刺

さった場合の得点を5点とし,円の直径が増加す
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るにしたがって,得点を4, 3, 2, 1点とした.な

お,矢が的から外れた場合はすべて0点とした.

また,被験者の左側方90度,高さ230cmの位置

から,投動作をビデオカメラ(SONY社製DCR-

TRV70)で撮影し, MOVIAS forWindows Ver.

1.0 (ナック社製)を用いて二次元動作解析を行

なった.状態不安の測定には,新版State-Trait

Anxiety Inventory-Form JYZ (肥田野ほか,

2000)のSTAI-Ylを使用した.また心拍数の測

定には, --トレイトモニター(Canon社製バン

チ-ジⅩL)を使用した.

3.手続き

まず, --トレイトモニターの送信器を被験者

の胸部に,受信機を左手首に装着し,動作解析用

のマーカーを,被験者の右肩(肩峰),右肘(上腕

骨内側上額),右手首(横骨茎状突起),右親指つ

け根(母指基節骨の起止部)の計4点に装着した.

次に「身体を的に対して垂直にし,両足は肩幅に

開き,顔を横向きにした姿勢で投げる.投げる前

には,矢を構えた姿勢で一度静止する.そして,

静止した状態から腕を身体の方に引き,引く一離

すのワンモーションで投げる.」というダーツの

投げ方の教示を行ない,習得試行として1ブロッ

ク10試行×14ブロックの計140試行を行なわせ

た.習得のすべてのブロックにおいては, 10試行

を3分以内で投げ終えるよう教示した.そして,

被験者の右斜め前方にパソコンを配置し,その画

面上に,設定時間から1秒ごとに数字が減ってい

くように設定したデジタル時計を表示した.な

お,試行間のインターバルは各自のペースとし,

ブロック間のインターバルは1分とした.また,

1試行ごとに被験者に得点をフィードバックし, 1

ブロック終了ごとにそのブロックにおける合計得

点をフィードバックした.なお,被験者の課題に

対する動機づけを維持させるため,習得とテスト

の全15ブロックにおいて, 10投の合計点数が35

点以上で100円,以降+5点毎に100円加算した

金額の報酬を与えることを教示した.

心拍数は,習得においては第1ブロックと第14

ブロックを行なっているときに5秒間隔で測定し
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た.また,第7ブロック終了直後にはSTALYlに

回答させ,習得試行における状態不安を測定し

た.さらに,ビデオカメラによる投動作の撮影は

習得においては第14ブロックにおいてのみ行

なった.習得のすべてのブロックが終了後, 1分

の休憩を挿み,テストの10試行を行なった.時間

切迫の教示の内容は,各被験者の第8-14ブロッ

クにおいて,最も時間を要したブロックの時間を

テストにおける制限時間とし,その時間内で10

試行を終えなければならないというものであっ

た.被験者の時間切迫感を高めるためには,制限

時間をさらに短縮させることも考えられたが,そ

のような条件では,試行間インターバルや運動時

間を短縮させなければ, 1ブロック10試行の課題

を遂行し終えることができない.しかし,本研究

では,試行間インターバルや運動時間を物理的に

短縮させなくとも課題遂行が可能な条件の中で,

時間切迫が試行間インターバルや運動時間を含む

行動面に及ぼす影響を調べることも目的の1つで

あった.そのため,本研究では時間切迫の教示内

容を上記のように設定した.教示後,時間切迫条

件下における状態不安を測定するために,再度

STAI-Ylに回答させ,回答後, 10試行のテスト

を行なわせた.なお,テストにおいても習得と同

様にデジタル時計をパソコンの画面上に呈示し,

得点のフィードバック,投動作のビデオ撮影およ

び心拍数の測定を行なった.そして,テスト終了

級,第14ブロックとテストのそれぞれの試行中

と試行間における緊張度について1) 「全く緊張し

なかった」から9) 「非常に緊張した」までの9件

法で回答させた.また,自己の動作,時間,ダー

ツの的,得点,矢の軌道,報酬のそれぞれに対す

る意識について1)「全く意識しなかった」から9)

「非常に意識した」までの9件法で回答させた.さ

らに,テストのみの試行中と試行間における,時

間切迫の教示に対する焦りについてD 「全く感じ

なかった」から9) 「非常に感じた」までの9件法

で回答させた.

4.従属変数と分析方法

第7ブロック終了後とテスト開始前における状

態不安得点を状態不安を表す指標とした.そし

て,第1ブロック中,第14ブロック中およびテス

ト中における心拍数を覚醒水準を表す指標とし

た.さらに,習得とテストの全てのブロックにお

けるダーツ得点をパフォーマンスを表す指標とし

た.また,質問紙に回答した各項目の得点を第14

ブロックとテストの試行中と試行間における緊張

度ならびに注意を表す指標とした.

運動学的な変数は以下の方法で算出した.はじ

めに, 30フレーム/秒で撮影したRawデータに

フィルタ次数2,カットオフ周波数10Hzのバター

ワースフィルタをかけた.そして次のように,肘

関節と手関節のそれぞれの運動をテイクバック

(以下「TB」と略す)とフォワードスイング(以下

「FS」と略す)の2期に分けた.肘関節ならびに

手関節のTBは,矢を構えた位置からそれぞれの

関節が最も屈曲ならびに底屈する時点までとし

た.また肘関節ならびに手関節のFSは,それ

ぞれの関節がTB終了後,前方に伸展し始め,辛

から矢が離れる時点までとした.そして肘関節に

ついては, TBにおける最大角度(ダーツ投げ運

動開始時の肘関節角度を表す指標), TBにおける

最小角度(TB終了時の肘関節角度を表す指標),

TBにおける平均角速度(TB運動の速さを表す

指標), FSにおける最大角度(リリース時の肘関

節角度を表す指標), FSにおける平均角速度(FS

運動の速さを表す指標)を算出した.また手関節

については, FSにおける最大角度(リリース時

の手関節角度を表す指標), FSにおける平均角速

度(FS運動の速さを表す指標)を算出した.そし

て,それぞれの変数に対して第14ブロックとテ

ストの各10試行の平均値を算出した.また,第

14ブロックおよびテストにおける試行中の運動

時間(矢を構えて,肘関節の屈曲が開始した時点

から,手から矢が離れた時点まで),試行間イン

ターバル(手から矢が離れた時点から,次の矢を

構えて肘関節の屈曲が開始する時点まで)を算出

した.

そして,第7ブロック終了後とテスト開始前に

おける状態不安得点,第14ブロックとテストに

おける各運動学的変数,運動時間,試行間イン
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夕-バルならびに質問紙の各項目の得点の全被験

者の平均値に対して対応のあるt検定を行なっ

た.また,第1ブロック,第14ブロック,および

テストにおける心拍数,ならびに習得とテストの

全てのブロックにおけるダーツ得点の全被験者の

平均値に対して,ブロックを被験者内要因とする

一要因分散分析を行ない,多重比較にはBonfer-

roniの検定を用いた.また,すべての分析におい

て有意水準を5%とした.

=　結　　　果

1.状態不安と心拍数

表1に,第7ブロック終了後とテスト開始前に

おける状態不安得点の平均と標準偏差,ならびに

第1ブロック中と第14ブロック中とテスト中に

おける心拍数の平均と標準偏差を示した.状態不

安得点においては有意差がみられなかったが,心

拍数に対して分散分析を行なった結果,ブロック

の主効果が有意であったCFC2, 46)-7726.09, p
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<.Ol).下位検定の結果,第1ブロック中の心拍

数が第14ブロック中とテスト中に比べて有意に

高く,テスト中の心拍数が第14ブロック中に比

べて有意に高かった.

2.ダーツ得点

図1に,習得とテストの全てのブロックにおけ

るダーツ得点の平均と標準偏差を示した.ダーツ

得点に対して分散分析を行なった結果,ブロック

の主効果が有意であった(F(14,336)-5.16, p<

.01).下位検定の結果,第1ブロックの得点が第

13, 14ブロックに比べて低く,第3ブロックの得

点が第14ブロックに比べて低く,テストの得点

が第14ブロックに比べて低かった.

3.運動学的変数

表2に,第14ブロックとテストにおける各運

動学的変数,試行中の運動時間と試行間インター

バルの平均と標準偏差'を示した. TBにおける肘

関節の最小角度0-3.72, df-2i, p<M)ならび

表1習得とテストにおける状態不安得点ならびに心拍数の平均と標準偏差

第7ブロック　　　　テスト

状態不安得点 43.72 (7.45)　　44.92 ( 8.63)

第1ブロック　　第14ブロック　　　　テスト

心拍数(bpm)　97.48 (12.65)　85.74 (9.60)　90.01 (10.22)

10　11 12　13　14　テスト

ブロック

図1習得とテストの全てのブロックにおけるダ-ツ得点の平均と標準偏差



蝣US 村山はか

にTBにおける肘関節の平均角速度0-2.67, df

-24, ♪<.05)は,第14ブロックからテストにか

けて有意に増加したが,その他の運動学的変数に

有意差はみられなかった.また,テストにおける

運動時間0-2.13, d/-24, p<.05)ならびにテス

トにおける試行間インターバルU-4.14, df-

24, ♪く.01)の両方が第14ブロックから有意に減

少した.

4.質問紙

表3に,質問紙の各項目の平均と標準偏差を示

した.試行中0-4.19, rf/-24, 6<.01)ならびに

試行間　a-3.24, df-2A, p<m)における緊張

度,試行中における自己の動作に対する意識(t-

2.50, d/-24, 6<.05),試行中a-4.83, d/-24,

6<.Ol)ならびに試行間0-6.73, d/-24, p<.Ol)

における時間に対する意識が第14ブロックから

テストにかけて有意に増加した.また,試行間に

表2　第14ブロックとテストにおける各運動学的変数,運動時間ならびに試行問インターバルの平均と標準偏差

第14ブロック　　　　　テスト　　　　　tJ直　　　有意確率(p)

肘関節

TBにおける最大角度(deg)

TBにおける最小角度(deg)

TBにおける平均角速度(deg/s)

FSにおける最大角度(deg)

FSにおける平均角速度(deg/s)

手関節

FSにおける最大角度(deg)

FSにおける平均角速度(deg/S)

85.25 (21.40)

31.81 ( 6.67)

87.23 (31.69)

113.82 (13.06)

457.42 (96.31)

171.96 ( 4.94)

61.01 (32.19)

86.39 (21.71)

32.93 ( 6.88)

91.25 (33.ll)

115.27 (ll.43)

465.84 (87.22)

172.65 ( 3.69)

55.35 (23.74)

2.03

3.72

2.67

0.83

1.22

1.02

1.67

°54

001

013

"IE!
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運動時間(sec)　　　　　　　　　　　　0.77 ( 0.25)　　　　0.74 ( 0.25)　　　2.13

試行間インターバル(sec)　　　　　　　5.33 ( 1.77)　　　　4.62 ( 1.40)　　　4.14

表3　第14ブロックとテストの試行中と試行問における緊張度ならび

に意識に関する質問紙の各項目の平均と標準偏差

質問内容　　　　　　第14ブロック　　　　テスト

試行中

緊張度

自己の動作に対する意識

時間に対する意識

ダーツの的に対する意識

得点に対する意識

矢の軌道に対する意識

報酬に対する意識

焦りを感じた程度

読行間

緊張度

自己の動作に対する意識

時間に対する意識

ダーツの的に対する意識

得点に対する意識

矢の軌道に対する意識

報酬に対する意識

焦りを感じた程度

4.00 (1.63)

4.68 (2.46)

1.48 (1.08)

6.52 (1.96)

6.60 (2.25)

5.64 (2.50)

5.20 (2.57)

3.80 (1.66)

4.16 (2.32)

1.68 (1.35)

5.40 (2.52)

6.44 (2.12)

5.32 (2.51)

5.32 (2.50)

5.64 (2.33)

5.68 (2.50)

3.88 (2.60)

6.64 (2.04)

6.32 (2.56)

5.36 (2.74)

4.60 (2.52)

5.08 (2.45)

5.12 (2.09)

4.76 (2.44)

5.20 (2.53)

5.16 (2.70)

5.92 (2.50)

4.60 (2.74)

4.24 (2.49)

5.64 (2.22)
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おける報酬に対する意識　a-2.42, d/-24, p<

.班)が第14ブロックからテストにかけて有意に

減少し,その他の項目に有意差はみられなかっ

m

IV　%

本研究におけるテストでは,第14ブロックに

比べて心拍数が増加した.また,質問紙において

は,試行中と試行間の主観的な緊張度,時間に対

する注意が第14ブロックからテストにかけて増

加した.さらに,テストにおける試行中と試行間

の焦りの程度を示す平均値がそれぞれ5.08, 5.64

であり,質問紙で用いた評定尺度では5)を「少し

感じた」としたことから,被験者はテストにおい

て少なからず焦りを感じていたと考えられる.し

たがって,本研究のテストにおける時間切迫のス

トレス操作は有効であったといえる.時間に対す

る不足感を生じさせる要因として,生和(1994)

は認知活動の促進を挙げ,松田ほか(1996)は,

その中でも特に時間への注意集中の増加を挙げて

いる.つまり,本研究のテろトにおける時間切迫

状況は習得に比べて物理的には同じ時間であった

が,時間に対する注意が増加したことで,被験者

は時間に対する心理的な切迫感を抱いたと考えら

れる.また,第14ブロックからテストにかけて,

状態不安の増加はみられなかったが,本研究で

は,状態不安はテストの前に測定を行なった.チ

スト中ならびにテスト後に測定を行なった心拍数

や質問紙において有意な変化がみられたことか

ら,時間切迫による心理的ストレスは,テストが

開始された後に喚起されたと考えられる.

そして,テストにおいては第14ブロックに比

べて試行間インターバルならびに運動時間が短縮

した.動作解析の結果,テストでは第14ブロック

に比べてTBにおける肘関節の屈曲速度が増加

し,さらにはTBにおける肘関節の屈曲運動が縮

小した.本研究では,第8-14ブロックの中で,

ダーツ投げ10試行に最も時間を要したブロック

の時間をテストにおける制限時間としたため,読

行間インターバルを短縮させることなく10試行
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のダーツ投げを遂行し終えることが可能な条件で

あった.このような条件の中で試行間インターバ

ルを短縮させれば,運動遂行に費やす時間に余裕

が生まれるため,運動時間を短縮させる必要性は

ないといえる.それにも関わらず,運動速度の増

加ならびに運動の縮小という運動学的変化がみら

れ,運動時間が短縮した.このように,試行間イ

ンターバルの短縮と運動時間の短縮という変化が

みられたが,課題遂行上,必ずしも必要でないこ

のような行動面の変化が起こることが,時間切迫

による行動的変化の特徴であるといえる.ところ

で,賞金や罰による心理的ストレス状況下におけ

る運動学的変化としては,運動速度の低下という

本研究とは反対の結果が示されている(田中・関

矢, 2006).したがって,異なる種類の心理的スト

レッサーが異なる運動学的変化を導くと考えられ

る.

また,質問紙の結果から,習得からテストにか

けて,上述した時間への注意の増加に加え,試行

中の動作に対する注意の増加がみられた.そして

被験者ごとにみた場合,習得からテストにかけ

て,試行中の時間に対する注意のみが増加したも

のは,全被験者25名中6名であり,試行中の動作

に対する注意のみが増加したものは1名であっ

た.一万,時間に対する注意と動作に対する注意

の両方が増加した被験者は10名も存在した.プ

レッシャーによる注意の変化に基づき"あがり"

の機序を説明したこれまでの先行研究では,身体

運動に対する注意に関する意識的制御仮説や,不

安・観衆などの身体運動以外のものに対する注意

に関する処理資源不足仮説のように,どちらか一

方への注意の増加について述べられている.しか

し,本研究の結果においては,運動と運動以外の

対象の両方に対して注意が増加することでパ

フォーマンスが低下した被験者が存在したことか

ら,心理的ストレス状況下における注意の変化に

は個人差があると考えられる.したがって,注意

の変化をもとに"あがり"におけるパフォーマン

ス低下の原因を検討する際には,運動あるいは運

動以外の対象のどちらか一方への注意の増加のみ

ではなく,運動と運動以外の対象の両方に対する
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注意の増加によってパフォーマンスが低下する可

能性についても考慮する必要があると考えられ

る.

しかし,本研究のデータから,運動と時間のそ

れぞれに対して注意が著しく増加した被験者を抽

出して,運動学的変化の違いを検討しようとした

場合,被験者が少数に限定され,分析が困難にな

るため,運動に対する注意と時間に対する注意の

どちらが上述した運動学的変化を導いたかを特定

することはできなかった.したがって今後は,運

動に対する注意の増加,運動以外の対象に対する

注意の増加,ならびに両方に対する注意の増加の

それぞれが,どのような運動学的変化をもたらす

かについて,さらなる検討が必要であると考えら

れる.

また,時間切迫により第14ブロックからテス

トにかけて心拍数が増加したことから,生理的覚

醒水準の変化が上述した運動学的変化を導いた可

能性についても考慮する必要がある.しかし,田

中・関矢(2006)のゴルフパッティングを用いた

実験では,心理的ストレス状況下において同様に

心拍数が増加し,運動速度の低下という本研究と

は反対の運動学的変化が生じた.したがって,本

研究のテストにおいて得られた運動の縮小や運動

速度の増加という運動学的変化は,生理的覚醒水

準の上昇よりも,時間切迫による心理面の変化が

影響していると考えられる.

このように,本研究では,時間切迫という心理

的ストレッサーによって焦りが増加し,さらには

時間に対する注意の増加および動作に対する注意

の増加という心理的変化が生じて,同時に試行間

インターバルの短縮という行動的変化や,運動時

間を短縮させるための運動学的変化が生じること

が明らかとなった.今後は,実験条件として熟練

度などの被験者特性,閉鎖スキルあるいは開放ス

キルなどの課題特性ならびにストレス強度などの

手続き特性を操作し,時間切迫が運動スキルの遂

行に及ぼす影響について,さらに検討する必要が

あると考えられる.また, "あがり"の発現機序を

明らかにするために,被験者数を増やし,時間切

迫以外の心理的ストレッサーも含めて心理面,坐

理面,行動面の変化とパフォーマンスの変化の関

係性についても検討する必要があると考えられ

る.

∨　ま　と　め

本研究は,行動面の中でも特に試行間インター

バルと運動学的変数に焦点を当て,時間切迫とい

う心理的ストレッサーが,心理面,生理面,行動

面に及ぼす影響について調べることを目的とし

た.そして,時間切迫感を持ちながらダーツ投げ

を行なうときには,実際に試行間インターバルや

運動時間を短縮させる必要のない条件であるにも

関わらず,時間や動作に対する注意が増加するこ

とや,運動の縮小や運動速度の増加という運動時

間を短縮させるための運動学的変化が生じること

が明らかとなり,さらには運動パフォーマンスの

低下もみられた.本研究は,スポーツや運動を行

なうときの"あがり"に関するこれまでの一連の

研究の中に,時間切迫という心理的ストレッサー

に特有の心理面の変化や行動面の変化が生じると

いう新たな知見を加えた.
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